
令和６年度 第３回 聴覚障害者センター指定管理者運営委員会協議の概要 

 

 

１ 日  時：令和６年９月１４日（土） 

開会：１３時３０分  閉会：１４時４５分 

 

２ 場  所：岡山県聴覚障害者センター研修室 

 

３ 出席委員：岡山県聴覚障害者福祉協会   東 久示、竹村 真明、音田 守利 

                      中務 雅裕 

       岡山県難聴者協会       森  俊己、竹上 敦典、谷口 進 

   

４ 会議に出席した者 

       岡山県聴覚障害者センター   所長 西條 保幸 

 

５ 情報保障：岡山県聴覚障害者センター職員３名、岡山県要約筆記団体連絡会２名 

 

６ 報告事項 

（１）令和６年７月・８月の月例報告                

（２）令和６年８月までの各種事業の実施状況と計画                   

（３）災害対策本部会議の実施報告 

（４）のびのびこどもひろばの実施報告 

（５）TRS 利用登録会の実施報告 

（６）遠隔要約筆記研修会の実施報告 

 

７ 協議事項 

（１）文化講演会の開催について 

          

８ その他 

（１）次回運営委員会の会議日程について 

 

９ 協議の概要（○は委員の発言、□はセンターの発言） 

① 学校教育と連携について（手話通訳の依頼先） 

   ○ 吉備高原学園からろう協スポーツ部へ交流の申し出があり、１１月２３日（土） 

に岡山市身障者体育センターでバレーボールをすることになった。この場合、手

話通訳依頼は誰がどこに行なうのか？ 

□  実施主体の吉備高原学園が県聴覚障害者福祉協会に団体派遣を申請する。 

 



 ② コミュニケーション機器貸出事業    

○ AV セットやビデオカメラ等はセンター以外の場所で使用する場合でも貸し出し 

対象になるのか？ 

□  資料１０P～１１P に掲載している機器は全て貸出対象であるが、外部に持ち出

しできるかどうかは個々に決めているのでセンター窓口で確認していただきたい。 

      ※AV セット＝TV セットで館外貸出は不可。 

       ※ビデオカメラは館外貸出可。 

 

③ 自立支援拠点活動支援事業について 

○  10/6 実施分は津山市で実施。テーマは「生活習慣病予防」。また、4/7 実施の 

「２０２５年問題って何？」の開催場所は、資料では岡山市とあるが浅口市の誤りで

ある。 

○  資料には掲載されていないが、9/7 に岡山支部で自立支援事業を行なった。実績が

まとまり次第報告する。 

 

④ のびのびこどもひろばについて     

○  聴覚障害児の参加がなかったということだが、何らかの対応が必要ではないのか？  

□ 大勢の方に声をかけたが結果的に来ていただけなかった。来年度は、実施時期を早

めに広報するなどの工夫をして参加者増につなげたい。 

○  月曜日開催を土・日開催に変更してはどうか。 

□ 以前は土・日開催していたが、参加者が少ないので月曜日に変更したという経緯が

ある。 

○ マイクロチップの話があったが、いつから義務化されたのか？ 

□ 令和４年度から。それまでに犬を飼っていた場合はどうなるのかはわからない。 

     ※令和 4 年 6 月 1 日から、ブリーダーやペットショップ等で販売される犬や猫について、マ

イクロチップの装着が義務化されている。それ以前に購入した場合は対象外。 

 

⑤ 災害対策本部の活動について 

○ 南海トラフ地震臨時情報が発出されていたが、災害対策本部として何らかの対策を

行なったのか。 

□ １０日間ほど臨時情報（巨大地震注意）が出されていたが、災害対策本部としては

活動していない。センターの HP で注意喚起するにしても、テレビ放送などと同じ

内容になるだけである。もし、発生した場合には早期に災害対策本部を招集し、被

害状況の収集などの対応を行なうよう心構えはしていた。 

今回の台風１０号でも、新聞情報等から岡山県内に被害がないことが明らかだっ 

たので災害対策本部は開催していない。被害があった場合には、市町の専任手話通

訳者や市町村災害対策本部、県、社協から聴覚障害者の被害情報を集める。 

 



⑥ TRS文字表示電話について 

○ 来年から文字表示電話が始まると言うことだがこれまで使っていたアプリはど 

うなるのか？ 

□ 新しいアプリを使うと聞いているので、TRS のアプリを２つ並べるようになるの

ではと推測している。新たな登録作業は必要がないと聞いている。 

○ 文字表示電話の説明会は行なうのか？ 

□ 必要があれば行なうことになる。 

○ 電話リレーサービスを利用しても相手先が切ってしまうことがあるが。 

□ 全国一律のサービスだがまだ十分に浸透していない面はある。金融機関などは本

人でないとダメだという場合もあると聞いている。その場合も含めて、電話リレ

ーサービスが普通の電話のように活用できるようになるにはもう少し時間が必要

だと思う。 

 

⑦ 文化講演会について 

○ 手話通訳者や要約筆記者にも声をかけて参加を呼びかけてはいかがか。 

○ 聴覚障害者と健聴者の参加割合はどれぐらいなのか？ 

□ 昨年度の場合は、聴覚障害者が４割、健聴者が６割ぐらいだったと思う。  

   ○ 委員の人も興味のある人にどんどん参加を勧めていただきたい。 

 

⑧  その他 

 次回（第４回）運営会議は１１月１６日（土）１３時３０分からとする。 

 

  

 

 

 

 

         

 

 

 


